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第22回東海交流フォーラムが問いかける「新しい協同」へのひろがり 
向井忍（地域と協同の研究センター 代表理事補佐） 

2026 年 2月 14日（土）「第 22回東海交流
フォーラム」のテーマは「協同がひろがるま
ちづくり～私たちから、つながりをひろげ
て、地域をかえる～」です。ニュータウンや
地方都市、中山間地域。これらの場所で静か
に、しかし力強く芽吹いている「新しい協
同」が紹介されます。フォーラムで報告され
る事例と、そこから浮かび上がる「希望」の
輪郭を一足先にご紹介します。 
■ なぜ今、「協同がひろがる」なのか（テー
マ解題）
 「協同」という言葉から何を思い浮かべる
でしょうか。フォーラム実行委員会では、今
ある「協同」の新たな広がりに着目しようと
話し合いました。私たちが生活を守るために
つくってきた生協は「大きな協同」として欠
かせない存在ですが、くらし・地域・社会
は、時代とともに変化しています。個人の
「困りごと」や「やりたいこと」を出発点
に、小回りのきくボランティアやネットワー
ク（小さな協同）が各地で生まれています。 
 フォーラムが目指す「協同のひろがり」
は、新しい組織を作ることではなく、既存の
活動、何気ない日常のつながりを「地域資
源」として見つめ直し、それをつなぎ直すプ
ロセスそのものにあります。「協同」は遠い
存在にある言葉ではなく、「地域資源そのも
の」であること。私たち一人ひとりが、地域
の「資源」であること。支援する側・される
側という固定的な関係を超え、互いに活かし
合う「市民性」の獲得を目指したいと考えて
います。 

■ 4つの現場から聞こえる「再生」の足音――
事例紹介
 当日は、午前中の全体会と昼の交流タイム
を通じて、岐阜、尾張、三河、三重の各地域
懇談会が掘り起こした事例が報告されます。
それぞれの「聴きどころ」を紹介します。 
1. 岐阜：常識を軽やかに超える若者たち 
岐阜県下呂市金山町で「のびのび養鶏場」

を営むのは、IT企業勤務を経て移住してきた
30 代の方です。アニマルウェルフェアの考え
に基づいた平飼い養鶏です。国産の餌にこだ
わり、手間暇をかけて育てた鶏の卵は 1個 100
円。市場流通の価格競争とは一線を画す価値
を提示し、それでも「買いたい」というファ
ンを地域内外に広げています。 
―「田舎暮らし」への憧れだけでない、自
身の健康や生き
方を見つめ直
し、地域の人々
と関わりながら
も、独自のビジ
ネスモデルをど
う確立していけ
るのか。 
―「若者が就

農して将来やっ
ていけるのか」
という農の課題
に対し、消費者
やコミュニティの側はどのような答えを投げ
かけられるのか。 

純国産鶏「もみじ」 

のびのび養鶏場 

地域と協同の研究センター
NEWS
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257 号

２月の日程など 

7 日（土）第22回東海交流フォーラム打合せ会 
13 日（金）社会的援護研究会 
14 日（土）第22回東海交流フォーラム 
18 日（水）常任理事会 
19 日（木）組合員理事ゼミナール第 9回 

21 日（土）沖縄戦跡巡り報告会 
23 日（月）難民食料支援学び語り合う会 
25 日（水）三河地域懇談会世話人会 
28 日（土）生協職員マイスターコース第 7回・修了式 
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―既存の枠組みにとらわれない新しい担い
手が、地域にどのような化学反応を起こして
いるのか。「移住した若者がつなぐ」未来の
形を考えます。 
2. 尾張：変化する「ニュータウン」をつなぐ 

「日本三大ニ
ュータウン」の
一つ、高蔵寺ニ
ュータウンで
は、生協店舗が
買い物の場所を
超え、地域住民
の「たまり場」
となり、ケアの

拠点となっています。「春日井くらしたすけ
あいの会」や行政、大学などが連携し、ハー
ド（建物）とソフト（人間関係）の両面から
まちづくりを進めています。旧藤山台小学校
を活用した施設「グルッポふじとう」での多
世代交流や、移動販売車がつなぐ買い物支援
のネットワーク。 
―「自分たちがまちを作った」という自負を
持つ世代が、今、どのように次世代へバトン
を渡そうとしているのか。 
―住民と専門職が連携した「たすけあい」の
実践を、日本の全ての地域が直面する課題へ
の処方箋にしてどう継続できるでしょうか。
（尾張地域懇談会の記事も参照ください） 
3. 三河：「粋な老い支度」と平和への祈り

「食と農」をテ
ーマに掲げる三河
地域からは、地域
に根ざした豊かな
実践が報告されま
す。 一つは、豊橋
で「えざね協同フ
ァーム」の実践、
豊田市「わいわい
農園」の見学、JA

ひまわりとの歴史ある提携からも学んでいま
す。農業者の高齢化や休耕地の増加に対し、
生協と農協がいかに手を携え、地域農業を守
ってきたのか。そこには長年の信頼関係とい
う見えない「資源」があります。各務原市
「八木山ささえあいの家」も見学しました。
高齢男性たちが家の修理や特技を活かして
「ささえあい」を行っている様子は「オーケ
ストラのような役割分担」でした。 
―地域で居場所を見つけ、生き生きと活動

する姿は、「粋な老い支度」そのものです。 
―食と農、そして平和。多様なテーマが

「くらし」という一本の線でつながり、地域

の平和と豊かさを支えている三河の重層的な
活動の広がりから学びましょう。 
4. 三重：走るセーフティネット、移動販売車 
  三重からは、
県境までの広い
エリアを走る生
協の移動販売車
の事例が報告さ
れます。コープ
まつさか店を拠
点にスタートし
た移動販売は、
商品を届けるだ
けではなく、担当者は、日々の会話を通じて
利用者の体調変化や生活の困りごとを敏感に
察知しています。些細な変化からの気づきを
安否確認につなげる。毎週の訪問を楽しみに
待つ高齢者にとって、担当者との会話そのも
のが孤独を癒やす時間となっています。行政
や社会福祉協議会からも「早く来てほしい」
と期待されたこの活動は、まさに地域の「見
守り」インフラです。 
―「おしゃべり」や「手間」を大切にする買
い物という日常行為が、いざという時の防災
やセーフティネットになり得ることを示して
います。 
―「最強のたすけあいのセーフティネットは
地域のお祭りや近所づきあい」という言葉の
実践編がここにあります。 
■ あなたも「地域の資源」をみつけましょう
 報告を聞くだけで終わらないのが東海交流
フォーラムです。午後の分散会では「地域資
源ってなに？」をテーマに、参加者で語り合
います。実行委員会では「協同とは何か。そ
れは地域資源そのものであり、それを見つけ
ること自体が協同を広げることだ」と話し合
いました。キーパーソンとは「リーダー」の
ことではありません。おしゃべりが好きな
人、力仕事が得意な人、あるいは「困ってい
る」という声を上げられる人。そのすべて
が、地域を動かす資源になり得ます。5人程度
の少人数グループに分かれ、報告された事例
の中から「自分たちの地域でも活かせるヒン
ト」を探ります。「私のまちでも、こんなこ
とができるかもしれない」という小さな種を
持ち帰っていただくための場所です。 
昼食交流タイムには、リフレッシュ体操や

「やなマルシェ」など協同の縁の紹介。活動
紹介パネルの展示なども予定されています。
お弁当を食べながら、地域を超えた仲間との
交流も楽しんでください。 

（むかい しのぶ） 

高蔵寺まなびと交流センタ

ーグルッポふじとう 

えざね協同ファーム 
8 月 17 日の交流会 

コープみえ 

移動販売車 
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高蔵寺と犬山、二つの地域の今をささえる生協のつながり 
向井 忍（地域と協同の研究センター代表理事補佐）

2025 年度、尾張地域懇談会では 6月に高蔵
寺ニュータウンを見学し、10月には「犬山協
同のうまれるまちづくり交流会」を行いまし
た。 
■ 高蔵寺ニュータウン：課題先進地を 
支える「買い物」というライフライン
 生協は「マイホームとして人々が押し寄せ
た新興住宅地で発展してきました。社会の未
来を先取りする高齢化とコミュニティの変容
に、生協・地域・行政がどのように向き合っ
ているか探るため 6月 23 日「日本三大ニュー
タウン」の一つ、高蔵寺を訪れました。ニュ
ータウンを見学すると、統合した小学校跡を
使ったコミュニティ拠点（グルッポふじと
う）、健康・医療やケアの拠点（のきしたプ
レイス）ができ、丘陵地に若い世代向け戸建
て住宅地（高森台）が開発され、近隣スーパ

ーから出る移
動販売車「道
風くん」が団
地の中の買い
物をささえる
「血管」とな
っていまし
た。 

コープあいち高蔵寺ニュータウン店は、一
昨年秋「おいしいお店・コープがひろがるお
店・地域のお店」をコンセプトにリニューア
ルされました。「生協のお店はみんながやさ
しい。お店に来ると元気になる」と語る組合
員（浜田さん、高山さん、澤井さん）の言葉
のとおり、買い物ついでにおしゃべりをして
孤独を癒やす「居場所」となっています。店
舗 2階では、高齢者サロン「美老（みろ）の
会」が 20年続いています。「春日井くらした
すけあいの会」は 1991 年のお店オープンと同
時に発足しましたが、今ではグルッポふじと
うにある地域包括支援センターにとっても、
制度の狭間にある「困りごと」への依頼をす
る欠かせない存在です。お店を訪れた時、元
めいきん生協理事のMさんが、創立期にニュ
ータウンで「私たちが生協をつくった」Nさ
んの手記を届けてくださいました。 
■ 犬山：足元の「宝」を燃やす熱気と 

協同の力
10 月 29 日、コープあいち犬山店で「協同が

生まれるまちづくり」交流会を開催しまし
た。自然保護、温浴施設の存続、再生可能エ
ネルギーに取り組む市民団体が顔を揃えまし
た。「犬山再生可能エネルギー勉強会」の谷
口さんは「犬山 ai エネルギー株式会社」を設

立し、地元
の山で間伐
された木材
をチップに
し、福祉施
設へ熱（温
水）を供給
しています。「世間で言うバイオマスは、海
外からヤシ殻を買ってくるが、我々は地元の
資源でお湯を沸かす」と語り、息子さんと二
人三脚で配管工事までDIY で行っています。 
 「さら・さくらの湯」の存続を求める栗山
氏の活動も興味深いものでした。行政は「市
民利用が少ない」としていますが、「市外か
ら人を呼べる資源」としての価値を訴え、コ
ープグループ「すずらん」からは防災の観点
から入浴施設の重要性が語られました。 
生協の組合員活動が多様な市民活動をつな

ぐ「ハブ」として機能しており、生協の店舗
やグループ活動を核にしつつ、そこから飛び
出し、地域の自然やエネルギーといった「足
元の資源」を循環させようとするダイナミッ
クな動きを実感しました。 
■ 「買い物」がつなぐ未来へのバトン
 尾張地域懇談会の世話人会では、いずれの
地域も、生協組合員による「買い物」という
日常的な行為こそが、地域社会をつなぎ止め
るインフラ（＝協同という資源）ではないか
を話し合いました。高蔵寺では、店舗に来る
ことが社会参加の第一歩となり、そこから助
け合いの輪が広がっていました。犬山では、
店舗を活動の拠点としつつ、エネルギーや防
災といったテーマで地域全体を巻き込んでい
ました。生協は、信頼できる商品（買い物）
をとおして、高蔵寺では、人と人の隙間を埋
める「ケアのインフラ」となり、犬山では地
域資源を再発見し循環させる「ソーシャル・
キャピタルの結節点」になっています。一方
で、犬山のスズサイコ保全活動でも、高蔵寺
のくらしたすけあいの会でも「後継者」につ
なげる課題が出されました。これに対して、
谷口氏は「バズる仕掛け」を提言されました
が、引き続き取り組む重点課題です。 
 「一人は万人のために、万人は一人のため
に」の精神は、社会の課題先進地である尾張
（都市部）に欠かせない「生活の知恵」とし
て息づいていました。第 22回東海交流フォー
ラムで、尾張地域懇談会からはこの二つを報
告とパネル展示で紹介します。ご期待くださ
い。         （むかい しのぶ） 

道風くん

犬山での交流会の様子
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コープみえの移動販売車！松阪の山あいを行く 
三重県松阪市飯高町周辺の山あいに、冷たい冬風
を切り裂いて走る一台の移動販売車があります。こ
れは「コープみえ」が取り組む移動販売事業であり、
単なる商品の提供にとどまらず、地域の高齢者にと
っての「見守り」と「つどいの場」としても大きな
役割を果たしています。地域と協同の研究センター
三重地域懇談会として視察交流に行ってきました。 

買い物困難地域に届く「食」の楽しみ  
この移動販売は、近隣にスーパーがなく買い物が
困難な地域を巡回しています。利用者によれば、最
寄りのスーパー（マックスバリュなど）へ行くには
車で片道 30 分、往復で 1 時間以上かかることも珍
しくありません。さらに、高齢により運転を控える
よう家族から言われている住民の方もいて、自宅の
近くまで車が来てくれることは切実な願いとなって
います。 
販売車には、刺身や魚、肉、野菜、パンといった生
鮮食品から、電池やヘアゴムなどの日用品まで幅広
く積み込まれています。特に人気なのは刺身で、利
用者は「1 週間に1回くらいは美味しいものを贅沢
して食べたい」と、量より質を重視した買い物を楽
しんでいます。また、豆腐や、ドーナツ、すぐに売
り切れてしまうほど人気の焼き芋など、地域に根ざ
した商品や季節感のある品揃えも魅力の一つです。 

会話が弾む「井戸端会議」の場
移動販売の現場は、単なる決済の場ではなく、賑
やかなコミュニケーションの場となっています。ス
タッフの石崎さんや中江さんは、利用者一人ひとり
と「今日はこれが美味しいよ」「お茶漬けのりはあ
る？」といった会話を交わしながら販売を行います。 
ある利用者は、地元の偉人である映画 監督・小
津安二郎の資料室を管理していることや、地域の歴
史、伊勢参りの宿場町として栄えた過去、そして自

慢の「飯高茶（伊勢茶）」について熱心に語ってくれ
ました。このように、移動販売車が来る時間は、孤
立しがちな高齢者が外に出て、隣人と顔を合わせ、
思い出や日常を共有する貴重なひとときとなってい
ます。 
「見守り」という重要なミッション  
この事業の大きなテーマは「地域見守り」です。
スタッフは、いつも来ている方が姿を見せない場合
や、様子がおかしいと感じた際に、社会福祉協議会
などと連携して安否確認を行う体制を整えています。
行政からの直接的な金銭的支援は現時点では限られ
ているものの、広報活動や情報の共有を通じて、地
域全体で高齢者を支えるネットワークが構築されつ
つあります。 
起点となるまつさか店の運営側には、商品の鮮度
管理や天候への対応、そして採算性の確保といった
課題もありますが、現場のスタッフは「地域で一番
の移動販売にしたい」という熱意を持って取り組ん
でいます。それは競い合いというよりも地域の声を
受け止めて改善し続ける決意として受け止めました。
利用者からは「ずっと続けてほしい」という強い期
待が寄せられており、その声が活動の原動力となっ
ています。 

結びに代えて  
コープみえの移動販売車は、単に「物を売る車」
ではありません。それは、過疎化が進む地域におい
て、人々の暮らしに安心と彩りを添え、コミュニテ
ィを繋ぎ止める「動く拠点」です。寒い冬の日も、
暑い夏の日も、コープの看板を掲げた車がやってく
ることで、地域の笑顔が守られています。 

（文責 駒井義明） 
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難民の方々からのメッセージと大学生の学び 
神田すみれ（地域と協同の研究センター研究員） 

現在、世界では紛争や迫害により強制移住を強い
られる人たちが1億2,320万人に達しています。日
本でもウクライナ避難民などを対象とした「補完的
保護」による受け入れも進んでいますが、日本で暮
らす難民を取り巻く環境は極めて厳しく、物価高騰
が彼らの生活を直撃しています。さらに、現政権に
よる在留資格の運用厳格化や更新手数料の大幅引
き上げ案の検討など、難民を含む外国籍住民の間に
大きな不安が広がっています。こうした中、研究セ
ンターが名古屋難民支援室やアジアボランティア
ネットワーク東海と継続している市民が支える食
料支援は、単なる食料の提供を超えた重要な支えあ
いの場となっています。 

難民の方々からのメッセージ 
 12月14日に発送した食品や励ましのメッセージ
を受け取った難民の方々から温かい返信が届きま
した。 

大学生に宛てたメッセージ 
（若い学生の皆さんへ：皆
さんとの出会いは、私にと
って大きな喜びでした。 あ
なたたちはこの国の未来で
す。 私たちのことを犯罪者
のように思う人々がいる中
で、皆さんのような優しさ
と活力こそが、コミュニテ
ィ（社会）を変える力になり
ます。 メッセージを届けて
くれて、本当にありがとう

ございます。） 
食料寄付をした方、発送作業へ参加した方へ宛てた
メッセージ 

（食品を寄付してくださっ
た皆様へ：ご寄付をいただ
き、心から感謝いたします。 
今、食料品の物価高騰は、難
民だけでなく日本に住むす
べての人にとって大きな問
題となっていますが、難民
である私たちにとっては、
よりいっそう深刻な試練と
なっています。 皆さんの助
けに、本当に救われていま

す。ありがとうございます。追記：食品の箱詰め作
業に時間を割いてくださった皆様にも、深く感謝い
たします。） 

同じ状況にある難民の方へ宛てた励ましのメッセー
ジ 

"Being a refugee in a country you don't know it's 
always hard, but when you meet a community that 
cares about you, It is an extra day of surviving. Be 
strong and do not lose hope."
（見知らぬ国で難民として生きることは、常に困難
の連続です。しかし、私たちを大切に思ってくれる
コミュニティ（支えてくれる人たち）に出会えたと
き、それは「もう１日、生き延びるための力」を与
えてくれます。 強く生きましょう。希望を失わない
でください。） 
大学生の学び：寄せられた感想 
 名古屋外国語大学と名城大学ではボランティア
の授業の一環で、難民食料支援に取り組んできまし
た。難民の方から届いた返信から、学生たちは衝撃
と共に自らの視点を見つめ直しています。 
「1 人の難民の方が書いた手紙の中に「犯罪者のよ
うな扱いを受けることがあるため、自分が難民であ
ることを言わないようにしている」という言葉があ
り、それを読んで私は大きな衝撃を受けました。日
本人は「優しい」と言われることが多い一方で、直
接言葉にしなくても、視線や独特な空気感、そして
言葉にできない壁のようなものを、難民の方々が感
じているのだということを初めて知りました。自分
が何気なく過ごしている日常の裏側で、こうした孤
独や恐怖を抱えている人がいるのだという現実に
胸が締め付けられる思いでした。」 
「メッセージを書くだけで、難民の方の力になれる
ことを実感しました。なので、小さなことでも誰か
の力になれることがとても嬉しかったです。」 
「丁寧な返事をしてくださっていて、嬉しかった。
これだけ喜んでもらえるのであれば今度は手紙だ
けではなくしっかりと食料も寄付したいなという
気持ちになった。」 
社会参加と「共に生きる」学び 
 食料支援を通じて学生たちは、自分たちが生きる
社会への気づきや、他者への共感へと繋がっていま
す。難民の方たちが語った「犯罪者のように見られ
る」という現状は、国の難民受入れ制度、私たちの
無知や無意識による視線や社会構造が作り出して
いるものです。しかし同時に、難民の方たちが学生
たちを「この国の未来」と呼び、交流の中に「もう
一日生き延びる力」を見出した事実は、市民協働が
持つ可能性を示しています。直接会うことはなくと
も、食料やメッセージを通じて、人と人とが繋がっ
ているということを実感する経験こそが、若者たち
にとって大切な学びになっていると感じます。 
 制度が変わり現状が厳しくなる時ほど、地域での
支えあいの重要性は増します。次回の「難民食料支
援 学び語り合う会」は2月23日（月・祝）に開催し

ます。ぜひご参加ください。（かんだ すみれ） 
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生活協同組合研究 2026.1 VOL.600

国外の生協事情2026 
公益財団法人 生協総合研究所 2026年 1月 B5判 72頁 定価550円（消費税込）

巻頭言

２回目の国際協同組合年の成果とこれから 和田寿昭                 

特集 国外の生協事情 2026 
イギリスの生協コープグループ事業概況

と店舗・卸売事業      天野晴元

ニューノーマル時代における韓国生協の現況と展望   

 李 恩静 ・ 金 亨美

スイス二大生協の近況          佐藤孝一

北欧の生協に学ぶ

－フィンランドとデンマークの事業と理念－

栗原奈津季

ベルギー・米国・アルゼンチンの生協の顛末と

フランスの新潮流   鈴木 岳

■IYC2025 の機会に協同組合の価値を再考する（第 10 回）

神奈川の協同組合間協同がつむぐ子どもたちの未来

三浦一浩

■国際協同組合運動史 （第 46 回）

1980 年第 27 回 ICAモスクワ大会①    鈴木 岳

■本誌特集を読んで（2025・11）    亀山俊朗

■『生活協同組合研究』通巻 501～600 号までの動向

鈴木 岳

■新刊紹介 

原田小鈴／アリ・ビーザー（著）黒住奏（訳）

『「キノコ雲」の上と下の物語～孫たちの葛藤と軌跡』

柳下 剛

●生協総研賞 第 15 回表彰事業・選考委員講評

●公開研究会「第７回世界社会的連帯経済フォーラム

（GSEF）ボルドー大会の報告とその周辺 （１／27）

文化連情報 2026.1 No.574  

住民参画で地方自治を動かす 
日本文化厚生農業協同組合連合会 2025年 12月 B5判 72頁 文化連情報編集部03-3370-2529＊注 

新年の御挨拶

協同組合の価値が問われる時代 食と医療福祉を守

り、安心の地域づくりの実践を

 八木岡 努

新年の御挨拶 役員一同

新春インタビュー

住民参画で地方自治を動かす

～人口減でも地道な内発的発展で

地域社会の機能維持へ～ 片山善博

考論 災害と地域づくり （4）
能登半島地震と人権・住み続ける権利 井上英夫

“協同”がよりよい世界を築く

～連続シンポジウム 座談会  

暮らしを支える医療・福祉

－足助病院 小林真哉院長が登壇

医療機関における原価計算（上）

なぜ今厚生連病院に原価計算と

コスト意識改革が必要なのか  高瀬浩造

足助病院 赤ひげ大賞受賞記念誌

・ブランディングプロジェクト紹介誌を発行

第 50 回臨床工学部会および

第 8 回医療機器安全管理部局会議 聖隷浜松病院視察                     

小廻哲也

二木教授の医療時評（239）
社会保障・医療保険の給付・負担についての意識調査 

―給付減・負担支持は 1～2 割にとどまる

  二木 立

もう他人事ではいられない。

介護事業者の AI・IT 戦略 ―DX から AX へ、

介護経験者が知っておきたい活用の視点

大場勝仁

地域の豊かな食と農を未来につなげよう

－第 26 回佐久地区食と農のつどいが開催されました

農高生と地域をつくる

～我はいかにして農業高校教員となりしか～ （12）
生徒たちと羊の夢を見る        

橋本 智

多様な福祉レジームと海外人材 （88）
女性ホームレスはなぜ見えにくいのか  安里和晃

全国統一献立 岐阜県の郷土料理 五平餅

松岡知恵子

臨床倫理メディエーション（86）
生きるために一生命と時間とナラティブ

    中西淑美

デンマーク＆世界の地域居住（197）
介護士のシェアリングで

介護保険サービスを提供②  松岡洋子
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□書籍紹介

フランスの田舎に心ひかれて

～移住した家族の心地よいライフスタイル

 線路は続く （200） 

京都嵐山に名車を訪ねて   ／ 西出健史

 最近見た映画

手に魂を込め、歩いてみれば ／ 菅原育子 

社会運動 2026.1 No.461 

「米が足りない」のなぜ 
一般社団法人 市民セクター政策機構 2025年 10月 A5判 144頁 本体価格1,100円 

FOR READERS

「『米が足りない』のなぜ」を特集したのはなぜ？ 

・part１ 生産・流通・消費の問題点 
2024年から2025年のコメ不足・高騰の動きを追う 

生活クラブ事業連合生活協同組合連合会 常務付 

山田 衛 

「減反政策」から「直接払い」に 

明治大学農学部食料環境政策学科教授   作山 巧 

生産・集荷・販売の要JA全農に聞く 

全国農業協同組合連合会 米穀部 部長  藤井 曉  

米不足と食品ロス 

食品ロス問題ジャーナリスト  井出留美 

・part２ 米をめぐる日本近現代

ルポ 米騒動発祥の富山を訪ねて

ライター  室田元美 

穀倉地帯東北と稲作 ／ ライスナショナリズム 

宮城教育大学教育学部准教授  

山内明美 

・part３ 米を自給しつづけるために
遊佐町の水害支援と米不足の中での連帯 

遊佐町共同開発米部会会長        今野 修 

遊佐町共同開発米部会事務局長      池田恒紀 

生活クラブ生活協同組合 

・神奈川副理事長連合消費委員長  籠島雅代 

生活クラブ事業連合生活協同組合連合会常勤理事 

・ビジョンフード推進部長 鵜澤義宏 

食料・農業・農村基本法と基本計画への６生協提言

これからの活動

生活クラブ事業連合生活協同組合連合会 会長  

村上彰一 

「にぎやかな過疎」に舵を切れ 

明治大学農学部食料環境政策学科教授  小田切徳美 

書評 『サスティナビリティの隘路』   古沢広祐 

『私たちは何を捨てているのか』  村山なみ 

連載  

「カンパーイ」を世界の言葉で  第二回 

ブラジルのアマゾン流域で力持ちの日系移民に会った 

作家・イラストレーター 金井真紀 

韓国の社会的協同組合のいま ⑥ 

移住民社会的協同組合 

  株式会社異路（IRO）代表取締役 上前万由子 

連載 客員研究員コラム 

ボトムアップ民主主義の時代  第8回 

新しいリベラルとは何か   政治学者 岡田一郎 

ネット最前線・観測記 ⑪

鹿とデマと排外主義、その行方  

外国人人権法連絡会事務局次長  瀧 大知 

韓国の社会的経済と政治 第14回 

いよいよ国会提出へ社会連帯経済基本法案  

京畿道議会政策支援官 崔 泯竟 

新連載 『韓国協同組合運動100年史』を巡る

                          連続学習会①の報告

戦後80年。長生炭鉱の遺骨収集

地域・協同の運動、協同組合に関する文献資料、協同組合・生協関係の研究所などの調査研究成果や研究セ

ンター会員の研究成果などから、比較的入手しやすいと思われるもの、寄贈いただいたもの(＊)などを中心に

順不同で紹介しています（主な内容は目次等から事務局が要約しています）。詳細は研究センター事務局までお

問い合わせください。

※『CO・OP navi』、からデジタル、そして noteへ
長らく紙媒体で発行されてきました『CO・OP navi』は、2025年 12月号をもって
紙での発行を終了し、デジタル版へ完全移行することになりました。そのメリ

ット一つとして、より多くの人たちに届けられるようよう noteで発信されます。
この 1月から「プレオープン」し、デジタル版への移行作業を進めていくという
ことです。右の QRコードから「プレオープン」の『CO・OP navi』を見ることがで
きますので御覧ください。
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主人公は大正天皇崩御が伝えられた 1926 年 12 月 25 日未明から同 31
日まで、実質 7 日しかなかった昭和元年生まれの 4 人。東京は麹町在住

の陸軍士官を父に持つ〈竹田志郎〉と、生後すぐに女工の母親が死に、金

沢の侠客に引き取られた〈矢野四郎〉。さらに神保町「群青社」の女性編

集者と妻子ある左翼活動家の間に生まれた〈森村ノラ〉、大連で楽団を率

いるジャズマンの息子〈五十嵐満〉という、育った環境も立場もまるで

異なる 4 人の人生が交錯する時、世界の元号で最も長く、変化も激しか

った時代が丸ごと見えてくる昭和史サーガ。足かけ 64年に亘る激動の昭

和史を愛すべき彼らの群像劇として読ませて飽きさせず、読み終えるの

が惜しいほど。

作者の奥田氏は語る「東京大空襲のことは一度ちゃんと書きたかった

し、大連にも取材に行きました。最近の政治家は誰も満州の話をしたが

らないけど、当時の人が大陸に夢を見たのは確かで、その夢ごとないことにされるなら触れないわけにいか

ないと思って。一方で満蒙開拓の名の下に500万人規模の棄民政策が行なわれ、他にも北朝鮮の帰国事業と

か公害問題とか、酷いこともたくさんあったのが昭和で、そこは誰かが書いておかなきゃなって」「今は平

成元年生まれでも 35、36 でしょ。戦争は当然知らないし、現代日本人は下手するとルーツを見失いかけて

いるんじゃないかって。僕らの頃も現代史の授業はほぼなくて、張作霖爆殺は事変で朝鮮戦争は動乱とか、

教科書が逃げていることも後々本を読んでわかった。実は今も三億円事件の小説を連載中で、司馬遼太郎さ

んは明治を書いたことだし、自分は昭和を書こうって」

昭和の真ん中あたりに生まれた私。大正 15 年8月生まれの亡き父を思いな

がら読みました。第３部のモデルとなった実在の人物たちを想像するのはた

やすい作業でした。この国の成長と成熟を体感し、これからどうなっていくの

だろう・・・という漠然とした不安を感じつつ生きている私にとって、長引く

戦争にもくじけることなく、終戦後の復興を支え、たくましく新しい時代を切

り開いていく彼らの姿は、私に圧倒的な勇気と感動を与えてくれました。金沢

の侠客ヤノタツ（矢野四郎の養父）が、素敵すぎです。

研究センター1月活動の報告 

※企画は様々な事情で中止・延期・オンライン参加のみとなることがあります。 
参加の前にホームページ等でご確認ください。 

書籍紹介 地域と協同の研究センター 井貝 順子会員からの書籍紹介 

地域と協同の研究センターNEWS第257号 発行日2026年1月25日定価200円（税・送料込み）
年会費には購読料が含まれています 

発行 特定非営利活動法人 地域と協同の研究センター 代表理事  森 政広  
〒464-0824 名古屋市千種区稲舟通１－３９ TEL 052-781-8280 FAX 052-781-8315 

E-mail AEL03416@nifty.com HP http://www.tiiki-kyodo.net/

「普天を我が手に」 第一部、第二部、第三部 著者 奥田英朗
出版社 : 講談社 発行： 第一部2025/6 第二部2025/9 第三部2025/12 

価格:各 2,695円（消費税込） 

6日（火）名城大学ボランティア入門⑮ 
8日（木）三河地域懇談会世話人会 
14日（水）常任理事会 
17日（土）生協職員マイスターコース第6回 
19日（月）尾張地域懇談会世話人会 岐阜地域懇談会世話人会 
20日（火）三重大学「協同組合論」 
22日（木）組合員理事ゼミナール第8回 
25日（日）サードセクター研究会 
31日（土）友愛協同セミナー、協同の未来塾第7回

地域と協同の研究センターの情報 
下記QRコードからご覧ください。
ホームページ

facebook

インスタグラム
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